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２．市の現状と課題 

 

２－１．地形・地勢  

市は、都心丸の内から西へ約 18km、東京都のほぼ中央に位置し、東は杉並区、世

田谷区の 2区に、西は小金井市、南は調布市、北は武蔵野市にそれぞれ接しています。 

また、市は面積 16.42 ㎢で、東京の西郊に広がる武蔵野台地の中央部南端にあり、

西南端の一部に、国分寺崖線を形成している野川の流れる低い地盤面と、市域のほと

んどを占める一段高い地盤面、そして牟礼の一部は、さらに高い地盤面となっていま

す。 

 

○等高線と河川の図 
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２－２．人口など 

１）人口 

市の人口は、令和６年１月１日現在で、189,959 人となっています。そのうち

0-14歳までが 23,382人（約 12％）、15-64歳が 124,610 人（約 66％）、65

歳以上が 41,967人（約 22％）となっています。 

将来人口予測では、令和 15年に 190,888 人でピークを迎え、それ以降は徐々に

減少に転じるものとされています。また、65 歳以上の人口の割合は、増加する傾向

です。 

町別に人口を比較すると、下連雀が最も多く 46,923 人（約 25％）、次いで、上

連雀 25,727 人（約 14％）となっており、子ども、高齢者も概ね同様の傾向です。 

 

表 町別・年齢別の人口                       （人） 

 下連雀 牟礼 井の頭 中原 北野 新川 

0-14歳 5,889  3,234  1,506  1,899  1,004  1,777 

15-64歳 31,229  14,796  10,616  9,065  5,389  10,521  

65歳以上 9,805  4,530  3,787  3,768  1,456  3,668  

総人口 46,923  22,560  15,909  14,732  7,849  15,966  

 上連雀 井口 深大寺 野崎 大沢 合計 

0-14歳 2,884  1,626  1,012  904  1,647  23,382  

15-64歳 16,933  8,552  5,187  4,160  8,162  124,610  

65歳以上 5,910  2,576  1,864  1,400  3,203  41,967  

総人口 25,727  12,754  8,063  6,464  13,012  189,959  

出典：令和６年 1 月 1 日現在の人口・世帯数（市民課）より 

 

表 人口構造別将来人口予測（各年１月１日）                （人） 

 0～14歳 15～64歳 65歳以上 合計 

令和 6年 23,554 124,657 42,000 190,211 

令和 11年 22,010 124,028 44,794 190,832 

令和 16年 20,211 121,362 49,217 190,790 

令和 21年 20,098 115,624 54,546 190,268 

令和 26年 20,353 110,360 58,356 189,069 

令和 31年 20,757 106,160 60,246 187,163 

注）本推計における人口は、原則として小数点以下の数値を四捨五入しているため、合計数値と各内訳

の合計は必ずしも一致しない。 

出典：三鷹市将来人口推計（令和５年９月）より 
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２）障がい者 

市内には、令和５年 4 月 1 日現在で、7,477 人の障がい者がいます。内訳は、身

体障がい者が 4,238人、知的障がい者が 1,209人、精神障がい者が 2,030人です。

平成 31 年からの推移をみると、身体障がい者は微減、知的障がい者と精神障がい者

は微増しています。 

身体障がい者の障がいの内訳をみると肢体不自由が 1,818人（42.9%）と最も多

く、次いで、内部障がい（参考資料Ｐ.18）、聴覚障がい、視覚障がい、言語障がいの順とな

っています。 

 

○市内の障がい者数（各年度４月１日現在） 

表 障がいの内訳（内訳には難病等の対象者は含まない。）       （人） 

  身体 知的 精神 合計 

平成 31年 4,316 1,128 1,912 7,356 

令和２年 4,343 1,142 2,017 7,502 

令和３年 4,379 1,173 2,152 7,704 

令和４年 4,280 1,186 2,170 7,636 

令和５年 4,238 1,209 2,030 7,477 

出典：福祉業務統計年報、第三期三鷹市障がい者（児）計画より 

 

表 身体障がい者の内訳（内訳には難病等の対象者は含まない。）    （人） 

  視覚 聴覚 言語 肢体 内部 合計 

令和５年度 
293 

(6.9%) 

385 

（9.1%) 

81 

(1.9%) 

1,818 

(42.9%) 

1,661 

(39.2%) 

4,238 

（100.0%） 

出典：福祉業務統計年報より 

 

３）高齢者 

市内には、令和５年４月１日現在で、三鷹市の総人口が 190,173人、高齢者人口

（６５歳以上）は 41,752 人、高齢化率は 22.0％となっています。全国（29.1％

＊）、東京都（22.8％＊）の高齢化率と比較すると下回ってはいますが、高齢者人口、

高齢化率ともに増加傾向にあります。 

 

表 高齢化率（各年度４月１日現在）                 （％） 

  平成 31 年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 

高齢化率 21.8 21.8 21.8 21.9 22.0 

※総務省「人口推計」を参照 

出典：福祉業務統計年報より 
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４）合計特殊出生率及び就学前児童人口 

全国的に少子化傾向が見られる中で、市の合計特殊出生率は令和４年が 1.08 と、

平成 30年の 1.29から低下しています。 

また、市の就学前児童人口は、令和 6 年４月１日現在で、8,095 人と、令和２年

度から 1,341 人減少しており、年々、減少する傾向です。 

 

表 三鷹市の合計特殊出生率 

  平成 30 年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 

合計特殊出生率 1.29 1.11 1.14 1.16 1.08 

※合計特殊出生率とは、15歳から 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、 

１人の女性が仮にその年齢別出生率で、一生の間に生むとしたときの子どもの数に相当します。 

出典：東京都保健医療局「人口動態統計」より 

 

表 三鷹市の就学前児童人口                         

（人） 

  令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

就学前児童人口 9,436 9,288 8,927 8,469 8,095 

※就学前児童人口とは、年齢別人口の０歳から５歳までを合計した数 

出典：福祉業務統計年報より 
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２－３．交通・道路 

１）鉄道 

市内には、ＪＲ中央線の三鷹駅、京王井の頭線の三鷹台駅、井の頭公園駅の３つの

駅があります。三鷹駅は、１日あたり約 8.3万人の乗車人員注）があります。三鷹台駅

は、約 1.9万人、井の頭公園駅は約 6.4千人の乗降人員があります。 

 

表 各駅の１日あたりの乗降人員数の推移               （人/日） 

年度 

東日本旅客鉄道株式会社 

（ＪＲ東日本） 
京王電鉄株式会社 

三鷹駅 三鷹台駅 井の頭公園駅 

乗車 乗車 降車 計 乗車 降車 計 

令和元年 98,796 11,181 10,891 22,072 3,425 3,389 6,814 

令和２年 71,399 7,942 7,758 15,700 2,473 2,429 4,902 

令和３年 73,648 8,719 8,506 17,225 2,929 2,875 5,804 

令和４年 79,415 9,279 9,030 18,309 3,178 3,142 6,320 

令和 5 年 83,766 9,677 9,408 19,085 3,267 3,217 6,484 

出典：三鷹市統計データ 2024（令和 6 年９月）より 
注）JR 東日本は乗車人員のみ掲載 

 

２）バス路線 

三鷹駅、吉祥寺駅を発着するバスを中心に市内に多くの路線があり、三鷹通り、吉

祥寺通り、人見街道、市役所周辺に複数のバス路線が集中しています。 

○主要バス路線及び鉄道路線図 

 

※運行本数 32 回／日以上のものを表示 
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３）道路 

市内の都市計画道路の整備を進めていますが、整備率は約 46.4％（令和６年３月

31 日現在）で、三鷹駅周辺の東西方向や井の頭公園駅、三鷹台駅周辺などの都市計

画道路は未完成です。 

都市計画道路として整備が完了していない幹線道路の幅員をみると、市域の中央部

を東西に横断する連雀通りの幅員が 12ｍ未満などで、歩行空間として課題がありま

す。 

なお、歩道の設置状況をみると、井の頭公園駅周辺で未達成です。また、一定程度

広い幅員の道路には、両側歩道が設置されていますが、部分的に片側歩道の道路もあ

ります。 

 

○都市計画道路の整備状況図 

＊三鷹市都市計画道路の優先整備路線及び整備状況図 

（令和 6年 4 月 1日現在） 
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２－４．施設など 

１）公共施設など 

駅周辺及び市役所周辺に公共施設などが集まっています。コミュニティ・センター

などは、市内全域に分布しており、小・中学校、保健・福祉施設も同様の傾向を示し

ています。 

 

○公共施設などの分布図 
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２）公園 

井の頭公園（井の頭恩賜公園）、野川公園、武蔵野の森公園の３つの都立公園と河川

沿いなどの近隣公園があり、身近な地域では、街区公園が点在しています。 

 

○都市計画公園・緑地の分布図 
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２－５．市民意見 

１）三鷹市バリアフリーのまちづくり推進協議会におけるまち歩きワークショップ意見 

前基本構想の策定以降、三鷹市バリアフリーのまちづくり推進協議会において「三

鷹駅周辺地区」「三鷹台駅前通り」「市民センター周辺地区」を対象として、既存施設、

将来実施予定の再開発事業計画等を踏まえ、現状の施設等のバリアフリー化の状況を

確認し、今後の施設整備や改修・改築時において当事者意見を反映するため、まち歩

きワークショップを実施してきました。 

 

表 まち歩きワークショップの開催概要 

日時 場所 

平成 29年６月 21日（水） 市民センター周辺地区 

平成 29年 10月 28日（水） 市民センター周辺地区 

令和元年６月 25 日（火） 三鷹台駅・井の頭公園駅周辺地区 

令和５年 11月１日（水） 三鷹駅周辺地区 

 

これらのまち歩きワークショップにおいて、主に 

●未整備の箇所、整備済みの箇所いずれも、より利用しやすい環境の実現に向け

て、継続的、段階的なバリアフリー化の推進が必要 

●整備・改修等の計画段階における市民参加による意見の反映が必要 

という観点から意見を聞いてきました。具体的には、以下のような意見が出されまし

た。 

 

表 三鷹駅周辺地区における主な意見（令和 5年度に実施） 

確認箇所 主な課題（「・」の文章は具体意見） 

駅・ 

駅前広場 

●駅前広場のより円滑な往来と鉄道・バス利用の実現のための歩行者空間の確保 

・皿型排水溝は良い面がある一方、高齢者が転びやすい。 

・バス利用が多いため歩行者・車椅子ともに通行しにくい、バス待ち空間の確保

が課題。 

・エレベーター増設で代替経路ができたが、一部で展開スペースが狭い所がある。 

道路 

●整備済み箇所も再確認や検証、再整備が必要 

・視覚障害者誘導用ブロックが正しく敷設されていない場合がある。 

・歩道が狭いために、エスコートゾーン
（参考資料Ｐ.17）

に導く誘導用ブロックが適

切に敷設されていない。（三鷹駅東側の交差点） 

・これまでの生活道路のカラー舗装の工夫を整理すると、どのような整備が必要

か見えてくるのではないか。 

・誘導用ブロックと周囲路面（歩道）との輝度比が未確保な箇所がある。（赤鳥

居通り） 

・バス利用が多い三鷹駅前の歩行者空間とバス待ち空間の確保。 
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確認箇所 主な課題（「・」の文章は具体意見） 

・歩道上空地の駐輪対策の柵。 

・中央通りの再開発事業における歩行者優先の歩行空間づくりを。 

公園 

●公園の整備・改善には地域と意見交換を 

・トイレ入口がわかりにくい案内板の改善、多目的トイレの防犯面、凹凸の対応、

インクルーシブ遊具
（参考資料Ｐ.17）

の整備等における地域との意見交換。 

建築物 

●段階的なバリアフリー化の実現を 

・古い店舗の建て替え時の段差解消の誘導、すくすく広場２階授乳室へのバリア

フリー経路の確保。 

 

表 三鷹台駅・井の頭公園駅周辺地区における主な意見（令和元年度に実施） 

確認箇所 主な意見 

駅・ 

駅前広場 

●バリアフリー経路のわかりやすさや安全性の向上 

・三鷹台駅のエレベーターが北側にあるが南側に表示がほしい。 

・駅構内のスロープに視覚障害者誘導用ブロックを設置してほしい。 

・井の頭公園駅の音声誘導装置はすばらしい。 

・ホーム内に転落防止柵があると安全である。 

道路 

●特定道路の歩道の連続性や歩道幅員の改善、道路幅員が狭い、坂が多いネット

ワーク道路の安全対策 

・特定道路の歩道がある所とない所があるため、統一的な歩道の確保が必要であ

る。 

・歩道状空地が 1.0ｍでは車いすでは利用しづらい。 

・駅前通りの無電柱化は景観的には良いが、歩道 2.5ｍでは狭く感じる。 

・エスコートゾーンを作って音声案内をしてほしい。 

・インターロッキングブロック舗装は、滑りにくいが車いすだと振動が大きい。 

・ネットワーク道路だが道路幅員がせまい路線がある。 

・車止めポールの間隔が狭く、双子用のベビーカーだと通れない。 

・井の頭公園駅前通りに、視覚障害者誘導用ブロックを設置してほしい。 

・坂が多いため安全対策をしてほしい。（「この先行き止まり」や「この先下り坂」

などの表示など） 

・ほっとベンチ
（参考資料Ｐ.19）

の取組は良いが、２人以上の子連れにはせまい。維

持管理が課題。 

公園 

●井の頭公園内の案内表示の分かりやすさの改善 

・井の頭公園内のだれでもトイレの音声案内をしてほしい。 

・トイレの案内表示がイラストのみでなく、「男子」「女子」などの表示をしてほ

しい。 

・井の頭公園案内看板の表示をわかりやすくしてほしい。 

建築物 

●だれでもトイレの設備の分かりやすさや安全性の改善 

・交番に言語表記がない。 

・だれでもトイレのセンサーの高さが場所によって違うため統一してほしい。 

・だれでもトイレの扉の閉鎖する速さも重要である。 
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表 市民センター周辺地区における主な意見（平成 29年度に実施） 

確認箇所 主な意見 

道路 

●視覚障害者誘導用ブロックの連続性、バス停周辺の改善 

・歩道全般に点字誘導ブロックを敷設してほしい。 

・バス停付近で、視覚障害者誘導用ブロックが連続していない所がある。 

・歩道幅が一定でない。歩道が狭く、ベビーカーや自転車が通行しづらい。 

・皿型排水溝は良い面がある一方、高齢者が転びやすい。 

・市民センターと防災公園の視覚障害者誘導用ブロックの連続性を確保してほし

い。 

・横断歩道にエスコートゾーンを設置してほしい。 

・バスロケーションシステム
（参考資料Ｐ.18）

の弱視の人への配慮。（色やスクロー

ル速度など） 

・教育センター前の音響式信号機
（参考資料Ｐ.17）

の音声をメロディにした方がよい。 

・歩道が広い箇所でも、バス待ち客、通行人、自転車の混在（杏林大学バス停な

ど） 

公園 

●駐輪対策、だれでもトイレの設備案内の分かりやすさの改善、トイレの機能分

散等 

・視覚障害者誘導用ブロックが連続して良いが、自転車が置かれていたため、駐

輪場の位置を改善してほしい 

・だれでもトイレは、設備案内表示、点字表示をしてほしい。トイレの入口をも

う少し広くし、車いす使用者がだれでもトイレ以外のトイレも使用できるよう

にしたい。 

・園路スロープについて、幅員が狭い箇所の幅員を広くしたり、すれ違いポイン

トを設置してほしい。（中央防災公園） 

・視覚障害者誘導用ブロックの音声案内が良かった。音量が小さい。（中央防災

公園） 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築物 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民 

センタ

ー 

●駐輪対策、視覚障害者誘導用ブロックの敷設位置、施設間の案内誘導  

・駐輪等で視覚障害者誘導用ブロックをふさがないようにしてほしい。 

・車両動線、歩行動線、自転車動線が交錯している。視覚障害者誘導

用ブロックと車両動線が近いので危険。 

・市役所前バス停から元気創造プラザが歩くと遠い。ルートがわかる

案内サインが必要。 

元気創

造 

プラザ 

●設備案内表示や音声案内の位置の分かりやすさ 

・壁面にガラス面が多いため、衝突しない工夫が必要。 

・トイレ入口を規格通り、法令通りで作るのはわかるが狭く感じる、

＋αの配慮で広くしてよいのではないか。 

・トイレ内の設備の案内の改善（手すりの位置表示、呼び出しボタン

の位置、車イスの通行に支障があるものの撤去など） 

・音声案内付視覚障害者誘導用ブロックがどこにあるのかわからない。 

・ハード面のみでなく、ソフト面での充実が必要。 
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確認箇所 主な意見 

 

 

 

 

建築物 

 

 

 

その他 

施設 

●駐車場、トイレ、視覚障害者誘導用ブロック等の整備済み箇所の改善  

・身障者用駐車場に傾斜がついている。（図書館（本館）） 

・トイレ、授乳室等の設備案内表示 

・施設敷地内の点字ブロックの適切な配置と維持管理。（連続性の確保、

色落ちなどへの対策） 

・避難所としてのバリアフリー対応（トイレ、エントランス）が必要

（小中学校） 

 

 

２）第５次三鷹市基本計画策定に向けた市民満足度調査（令和４年度）におけるバリアフ

リー関連意見 

「市民満足度調査」は、市民の姿勢に関する思いや考え、評価などを伺うために、

住民基本台帳から無作為に選ばせていただいた満 15 歳以上の市民の皆様 3,500 人

にアンケートを実施しました。 

 

調査期間 令和４年 10月 13 日～11月 14日 

調査対象と抽出 市内在住の満 15 歳以上の中から、住民基本台帳をもとに無作

為に抽出 

標本数 3,500 

回収数（回収率） 1,530枚（回収率 43.7%） 

調査方法 郵送配布・郵送もしくは Web による回収 

 

＜市政全般の満足度＞ 

三鷹市政の満足度は、満足している・どちらかといえば満足しているが 7割台半ば

を超えています。 

満足な点については、「行政サービス（医療・福祉・ごみ・ワクチン等）が行き届い

ている（48件）」「高齢者生活支援に納得/障害者にやさしい（17 件）」の意見があり

ました。一方、不満な点には、「行政サービス（医療・福祉・ごみ等）に不満/地域格

差がある（34件）」「道路整備が遅れている/自転車マナー・違法駐輪の改善（26件）」

がありました。 
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＜市内の移動の円滑さ＞ 

交通手段の確保による沿道の円滑に移動できる交通手段の確保がされているかどう

かについては、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を合わせると、68.5％

を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

図 市内の移動の円滑さ 

 

＜障がいのある人の暮らしやすさ＞ 

障がいのある人が暮らしやすいまちであるかどうかについては、「そう思う」と「ど

ちらかといえばそう思う」を合わせて約 27％であり、最も割合が大きかったのは「ど

ちらともいえない」の 55.9%でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 障がいのある人の暮らしやすさ 
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２－６．取り組み状況 

１）重点整備地区における特定事業の取り組み状況 

前基本構想に基づく特定事業等の進捗状況について関係事業者に調査した結果、ほ

ぼ着手済みであるものの未完了のものもあり、引き続き推進していく必要があります。 

 

表 特定事業の実施状況 

事業種 実施状況 評価 

公共交通 

特定事業 

半数が 

実施中 

・施設整備では、鉄道駅については着手済みとなっていますが、バ

スについては利用しやすい環境整備や公共車両優先システム構築

について実施中の状況です。改定時において、位置づけの必要性

も含めた検討が必要です。 

・ソフト施策についても同様ですが、既に実施しているものも多く

含まれているため、「教育啓発事業」との整合を図りながら事業の

見直しを行う必要があります。 

道路 

特定事業 

ほぼ着手

済み 

・道路の維持管理に関する項目が多いことから、引続き位置づけが

必要な項目があります。 

・未完了事業のうち、ほとんどが警察協議を必要とする「路側帯の

カラー舗装化」でした。 

・他事業者との調整が必要な項目については、配慮事項に記述し、

実現に向けた計画設定が必要です。 

交通安全 

特定事業 

ほぼ着手

済み 

・順次、バリアフリー対応型信号機の設置等は継続的に実施されて

います。 

・違法駐車対策について、法令に基づく指導取締りと、違法駐車防

止のための広報啓発は、ソフト対応と「教育啓発事業」に区別し

て位置づける必要があります。 

建築物 

特定事業 

ほぼ着手

済み 

・オストメイト（参考資料Ｐ.17）設備や子ども連れのための施設・設備の

設置が未完了となっている事業が多くみられるため、設置に向け

て引き続き事業に位置づけていく必要があります。 

・ソフト施策については、引き続き多様な方への対応としての接遇

研修や、心のバリアフリーとして優先利用に関する事業、コミュ

ニケーション支援ツールの設置等について「教育啓発事業」に位

置づける必要があります。 

路外駐車場 

特定事業 

ほぼ着手

済み 

・駐車場内に車椅子使用者用駐車施設や、案内表示を設置していま

す。一方で、未完了の事業者については、構造上の理由で設置困

難であるため、引き続き事業に位置づける必要があります。 

その他 

の事業 

ほぼ 

着手済み 

・UD タクシー（参考資料Ｐ.19）車両の導入やベンチの設置等の施設整備

等については、事業が全て完了しています。改定にあたり、改め

て市民意見を確認し、新たな事業設定も視野にいれた検討が必要

です。 

・タクシー利用にあたって、接遇研修や利用サービス等の向上の事

業が未完了となっています。引続き事業に位置づけ、サービス向

上を図る必要があります。 
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「三鷹市バリアフリーのまちづくり基本構想 2022」に基づくバリアフリー化の実施例 

【三鷹駅周辺地区】公共交通特定事業 JR 三鷹駅 

＜駅係員や乗務員へのバリアフリー教育 

（お客さま救済訓練）＞ 

 

 

 

 

 

【三鷹駅周辺地区】【市民センター周辺地区】公共交通特定事業 京王バス 

＜スマートフォンによるバス接近表示 

（バスロケ）の拡充等、利便性の向上＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【三鷹駅周辺地区】建築物特定事業 三鷹市山本有三記念館 

＜おむつ交換設備、オストメイト設備、聴覚障がい者用情報提供設備（筆談器）などの設置＞ 

 

 

 

 

 

 

 

【三鷹駅周辺地区】建築物特定事業 三鷹消防署下連雀出張所 

＜バリアフリートイレ、出入り口のスロープ、階段手すりの設置＞ 
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【三鷹台・井の頭公園駅周辺地区】建築物特定事業 三鷹消防署牟礼出張所 

＜バリアフリートイレ、車椅子が利用可能なの出入口・通路の幅の確保、階段手すりの設置＞ 

 

 

 

 

 

 

 

【市民センター周辺地区】都市公園特定事業 下連雀鷹の子児童公園 

＜バリアフリートイレ、車いす対応の水飲み場への改修＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民センター周辺地区】建築物特定事業 三鷹消防署 

＜エレベーターの車いす等優先マーク表示、車椅子利用可能の標識等の設置＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民センター周辺地区】建築物特定事業 野村病院 

＜施設の適切な維持管理、視覚障がい者誘導用ブロックを駐輪等でふさがない配慮＞ 
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２）心のバリアフリーに関する取り組み状況 

令和 2年のバリアフリー法改正で追加された心のバリアフリーの推進に関し、市の

取り組み状況を整理します。 

市民及び民間事業者に対しては、障がい者や高齢者に対する理解促進に資する交流

機会の創出や啓発活動を行い、三鷹市職員に対しては、研修を行っています。その他、

自転車使用への利用啓発や注意案内を行っています。学校教育においては、小学校・

中学校の総合的な学習の時間におけるバリアフリーの体験学習や当事者との交流等の

授業を実施しています。 

 

  表 市及び民間事業者における教育啓発・心のバリアフリー 

活動主体 内容 

三鷹市 ・障がい者、高齢者、認知症の方との交流機会の創出 

・「障害者差別解消法」の周知及び啓発、運用 

・認知症サポーター養成講座の実施 

・自転車利用者への利用啓発や注意案内 

・職員の教育や研修の実施 

 

  表 学校教育における教育啓発・心のバリアフリー 

学校 内容 

小学校 ・バリアフリーや他国の伝統及び文化の学習 

・障がい者、高齢者、認知症の方との交流の創出 

・福祉体験 

中学校 ・バリアフリーや他国の伝統及び文化の学習 

・差別や偏見に対する学習（心のバリアフリーの学習） 

・ボランティアの意義に関する学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症サポーター講座の開催 

心のバリアフリー推進事業・映画上映会 福祉体験授業 
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２－７．策定上の課題 

前述の通り整理した市の現状と市民意見、取組状況を踏まえ、「三鷹市バリアフリー

基本構想 2027」の策定にあたり以下のような課題が挙がります。これらを踏まえて、

基本構想の拡充を行います。 

 

①施設等の現状を踏まえた生活関連施設・生活関連経路の見直し、設定方針等の設定 

・生活関連施設の指定から 20 年以上が経過し、新たな施設の立地など状況が変化して

いるため、生活関連施設の見直しを行う必要があります。 

・本市は、公共施設などが駅周辺や市役所周辺に公共施設が集まっていますが、コミュ

ニティセンター等は市内全域に分布している現状も踏まえ、重点整備地区の設定や、

生活関連施設、生活関連経路の設定方針を明確にし、新たに設定することでバリアフ

リー化の推進を図る必要があります。 

 

②特定事業等の進捗状況を踏まえた事業の再検討・再設定 

・特定事業の進捗によりバリアフリー化された施設については、適切な維持管理してい

くことが重要です。 

・未実施の事業については、事業の継続意向や課題を踏まえて特定事業を改めて位置づ

け、推進していくことが重要です。 

・追加する生活関連施設や生活関連経路における特定事業を設定し、面的なバリアフリ

ーの実現を目指すことが重要です。 

 

③心のバリアフリーの推進（教育啓発特定事業の設定等） 

・市では、全市的な心のバリアフリーの取り組みや、特定事業におけるソフト施策も含

めた取り組みが進められていますが、まち歩きワークショップにおいては、自転車の

駐輪問題が度々取り上げられるなど、更なる取組みや強化が必要です。 

・今後は、バリアフリー法の改正により追加された教育啓発特定事業に位置づけ、着実

に推進していくことが重要です。 

・心のバリアフリーの推進にあたっては、市民、事業者、行政が様々な心身機能の特徴

やバリアを理解するための積極的なコミュニケーションに取り組めるよう、基本理念

や基本的な方針に心のバリアフリーに関する内容を拡充し、周知していく必要があり

ます。 

 

④計画段階における市民参加による意見の反映の促進 

・まち歩きワークショップでは、バリアフリー化した施設の改修の必要性や、当事者の

参加によりインクルーシブな環境の整備を求める意見がありました。 

・バリアフリーのまちづくりの基本方針に、計画段階において高齢者や障がい者等を含

めた多様な市民の参加に関する内容を拡充し、バリアフリー化に配慮した施設整備を

推進していく必要があります。 
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⑤社会背景の変化やバリアフリー化のニーズに合わせた配慮事項（整備方針）の明確化 

・高齢者・障がい者ともに増加傾向にあり、市民満足度調査においては、障がいがある

人の暮らしやすさについての満足度は高いとは言えません。 

・バリアフリー法と施設整備に関する基準等の改正や、まち歩きワークショップにおけ

る意見等を踏まえて、特定事業における配慮事項（整備方針）を設定し、各事業者に

よる取り組み等に反映していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


